
いざという時のために「御所市防災メール」に登録しましょう！

御所市役所ホームページ「防災情報」の配信画面に進み、手続きに沿って、登録を行ってください。

①次の登録用URLまたはQRコードからサイトにアクセスし、「メールを送信する」をクリックして空メールを送信する。

　　URL：https://m.sugumail.com/m/gose/home

②登録案内メールが届いたら、記載されているURLをクリックして登録画面に進む。

③利用規約を確認のうえ、「同意する」をクリックする。

④希望する配信情報を選択する。（チェックを入れる。）

⑤入力内容を確認し、「登録」をクリックする。

⑥登録完了メールが届く

　★案内メール等が届かない場合は、次の2つの設定を確認のうえ、メール受信拒否設定を解除してください。

　●(＠sg-p.jp」ドメインまたは「gose@sg-p.jp」のアドレスからのメールの受信を許可する。

　●URL付きメールの受信を許可する。

詳しくは、地域協働安全課へお問い合わせください。TEL：0745-62-3001(代表)　FAX:0745-62-5425

◆御所市防災メール登録方法について

登
録
手
順

災害用伝言ダイヤル（ＮＴＴ西日本）
https://www.ntt-west.co.jp/dengon/

御所市ホームページ（防災メールページ）
http://www.city.gose.nara.jp/0000002310.html

気象庁ホームページ(御所市の防災情報)
https://www.jma.go.jp/bosai/#pattern=default&area_type=class20s&area_code=2920800

奈良県ホームページ（防災・危機管理）
http://www.pref.nara.jp/1825.htm

◆インターネットからの情報入手

※1 市町村が災害の状況を確実に把握できるものではない等の理由から、警戒レベル５は必ず発令されるものではありません。
※2 警戒レベル３は、高齢者等以外の人も必要に応じ、普段の行動を見合わせ始めたり危険を感じたら自主的に避難するタイミングです。
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◆避難情報ととるべき行動

気象予報 雨量情報 ・ 水位情報

奈良県国土交通省奈良地方気象台

避難指示 緊急安全確保高齢者等避難御所市役所
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住民のみなさん

◆避難情報の伝達経路

　テレビ ・ ラジオで最新の気象情報などに注意し

ましょう。 雨の降り方などに注意し、 危険を感じ

たら自主的に避難しましょう。

　避難する前に、 電気 ・ ガスなどの火を消し、 避

難所の位置を確認しましょう。 また、 親戚や知人

などに避難することを連絡しておきましょう。

　避難はできるだけ高い道路を選び、 水路などに

は十分注意しましょう。 また土砂災害警戒区域を

避けるようにしましょう。

　避難するときの荷物は必要最小限とし、 事前に

準備しておきましょう。

　車での移動は緊急車両の通行のさまたげになり

ます。 また、浸水すると車が動けなくなりますので、

特別な場合を除き、 徒歩で避難しましょう。

 風水害は、最新の気象情報などを入手することで、時期や規模を予想することができます。テレビやラジオの報道に注意し、近所の人
々と連絡を取りましょう。特に、インターネットやテレビのデータ放送は、自分の知りたい情報を得ることができるので積極的に情報を
集めることができます。

　お年寄りや子供などは早めの避難が必要です。

近所のお年寄りが避難する場合には、 協力しましょ

う。

　万が一避難が遅れ、 危険が迫ったときは、 近く

の丈夫な建物の２階以上に逃げましょう。

　避難するときは、 動きやすい服装で２人以上で

の避難を心がけましょう。

　●地下道 ( アンダーパス )

　鉄道の下など路面が低くなっているところは、

水がたまる恐れがあるので、 車で入らないように

しましょう。 浸水 ・ 冠水の危険を感じたら、 速や

かに車を高台に移動させましょう。

　風水害では早めの避難が重要です。 ただし、 す

でに避難経路が浸水しているなど、 危険が間近に

迫っている状況での無理な避難行動はできるだけ

避けなければいけません。

　そのような場合は、 避難所への移動 ( 水平避難 )

だけではなく、 近隣ビルの高層階や自宅の２階と

いった高い場所への移動 ( 垂直避難 ) を行い救助

を待つという判断も必要です。

避難する前の確認

安全な避難路を選ぶ 万が一、 逃げ遅れたときは

非常持出品の事前準備を

大雨の際の危険箇所

動きやすい服装での避難を

浸水時の水平避難と垂直避難

徒歩での避難が基本

要配慮者への協力

避難のポイント

正確な情報の入手

◆避難の心得

◆日常の備え

  このハザードマップは、 万が一ため池が決壊した場合を想定し、 住民のみなさんが迅速かつ安全に避難する
ための情報として提供するとともに、 防災意識の向上を図る目的で作成しました。　　　　

  いざという時に落ち着いて行動できるよう、 日頃から災害に関する正しい心構えを身につけておきましょう。　　　

●想定される浸水範囲や深さをハザードマップで確認しておきましょう。

●浸水の発生しやすい場所や状況を把握しておきましょう。

●家から避難場所までの経路や家族の連絡先などを確認しておきましょう。

●気象情報や避難情報などの防災情報の入手先を確認しておきましょう。

●普段から家族やご近所で災害への対応について話し合いましょう。

◆ハザードマップの作成について

問い合わせ先 ： 御所市 産業建設部 建設課　TEL:0745-62-3001( 代表 )　

御所市 ため池ハザードマップ


